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M AC H I DA  W I N T E R  S P E C I A L   II

AT S U KO  A Z U M A

あずまあつこ 1936年大阪府吹田市千里山生まれ。1961年、東京藝術大学専攻科卒業後、イタリアのパルマ音楽院に留学。アヴァンツィーニ氏、パヴァロッティを育てたカンポガリアーニ氏、 ジュリア・テス氏らに師事。ウィーン国立歌劇場、メトロポリタン歌劇場をはじめ、ベルリン・ドイツオペラ、ブエノスアイレスのテアトロ・コロン、モスクワのボリショイ歌劇場など世界中で

 活躍した日本を代表する声楽家。日本芸術院賞、毎日芸術賞など多く受賞歴を持つ。地域の文化向上に対する長年の貢献に、町田市から2000年市民栄誉彰を贈られた。 1999年12月25日  帰天  享年63歳
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ミ
ラ
ノ
の
ゼ
ナ
ー
レ
通
り
13
番
地
。
レ

オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
『
最
後
の

晩
餐
』
で
有
名
な
教
会
に
ほ
ど
近
い
石

造
り
の
家
で
、
ひ
た
す
ら
歌
の
稽
古
に

励
む
母
の
姿
を
、
ま
だ
子
ど
も
だ
っ
た

娘
の
阿
里
沙
さ
ん
は
鮮
明
に
覚
え
て
い

る
。
イ
タ
リ
ア
発
祥
の
ベ
ル
カ
ン
ト
唱
法

が
紡
ぐ〝
ま
ろ
や
か
で
軽
や
か
な
美
し
い

響
き
〞。
母
の
東
敦
子
さ
ん
は
ソ
プ
ラ
ノ

歌
手
と
し
て
、
世
界
の
一
流
歌
劇
場
を

飛
び
回
っ
て
い
た
。

大
阪
府
出
身
の
東
さ
ん
は
幼
少
期
か

ら
ピ
ア
ノ
や
歌
に
勤
し
み
、
中
学
2
年
生

の
と
き
宝
塚
新
聞
社
主
催
の
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
優
勝
。
そ
れ
を
機
に
四
家
文
子

氏
の
門
を
叩
き
、
本
格
的
に
声
楽
を
始

め
、
そ
の
後
東
京
藝
大
声
楽
科
へ
進
学

し
た
。
1
9
6
1
年
、
藝
大
の
専
攻
科

（
現
大
学
院
）
を
卒
業
す
る
と
、
9
月

に
は
イ
タ
リ
ア
政
府
の
給
費
留
学
生
と

し
て
パ
ル
マ
音
楽
院
に
入
学
。
在
学
中

に
ア
キ
レ
・
ペ
ー
リ
国
際
声
楽
コ
ン
ク
ー

ル
で
優
勝
し
た
こ
と
で
、
1
9
6
3
年

レ
ッ
ジ
ョ
・
エ
ミ
リ
ア
市
立
劇
場
で
公
演

さ
れ
た
マ
ス
カ
ー
ニ
『
友
人
フ
リ
ッ
ツ
』

の
ス
ー
ゼ
ル
役
を
射
と
め
、
日
本
人
初

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
。

パ
ル
マ
音
楽
院
を
首
席
で
卒
業
し
た

後
も
、
圧
倒
的
な
演
技
力
と
歌
唱
力

で
確
固
た
る
地
位
を
築
い
て
い
っ
た
。
日

本
人
と
し
て
初
め
て
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌

劇
場
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

歌
劇
場
で
主
役
を
演
じ
、
世
界
20
数

カ
国
、
5
0
0
回
以
上
主
演
し
た『
蝶
々

夫
人
』
は
世
界
一
と
絶
賛
さ
れ
た
。
そ

れ
で
も
な
お
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け

て
い
た
と
い
う
。

1
9
7
8
年
か
ら
拠
点
を
国
内
に
移

し
、
町
田
市
つ
く
し
野
に
居
を
構
え
た

東
さ
ん
。
帰
国
直
後
か
ら
国
内
外
で

演
奏
活
動
を
す
る
傍
ら
、
後
進
の
指

導
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
。
東
京

藝
術
大
学
、
東
京
音
楽
大
学
、
そ
し

て
玉
川
大
学
。

「
本
物
の
音
楽
を
町
田
に
も
普
及
さ

せ
た
い
」
と
1
9
8
4
年
か
ら
12
年
間

続
け
た
「
つ
く
し
野
オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
」。

町
田
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
と
東

さ
ん
の
歌
声
が
駅
前
広
場
に
美
し
く
響

き
渡
り
、
大
勢
の
聴
衆
が
酔
い
し
れ
た
。

そ
し
て
、
奇
し
く
も
最
後
の
舞
台
と

な
っ
た
の
は
町
田
市
民
ホ
ー
ル
だ
っ
た
。

障
が
い
者
施
設
ベ
ロ
ニ
カ
苑
の
「
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」。
実
は
こ
の
と
き
、

彼
女
の
身
体
は
末
期
の
骨
が
ん
に
侵
さ

れ
て
い
た
。「
骨
が
崩
れ
る
か
も
し
れ
な

い
の
よ
」
と
懸
命
に
止
め
る
娘
に
母
は

力
強
く
言
い
放
っ
た
。

「
神
様
か
ら
い
た
だ
い
た
歌
声
、
こ
れ

を
最
後
ま
で
人
の
た
め
に
使
い
切
っ
て
生

き
た
い
。
こ
れ
は
私
の
使
命
な
の
」

敬
虔
な
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
っ
た
東
さ
ん
。

人
生
の
幕
を
降
ろ
し
た
の
は
翌
年
の
ク

リ
ス
マ
ス
の
夜
の
こ
と
だ
っ
た
。

1. ウィーン国立歌劇場で『道化師』ネッダに扮する東さん。
歌声は劇場の隅々まで響き渡った　2. 日本女性の芯
の強さと優しさが表現されているとして評価が高い
『蝶々夫人』。1972年ニューヨークのメトロポリタン
歌劇場にて　3. 毎年4月29日に催された「つくし野
オペラコンサート」　4. CDや著書も多数。右のDVD
は2016年、奇跡的に収録映像が発見された1973年4月
東京文化会館での公演。全盛期の魅力が余すところ
なく伝わる　5. 娘の阿里沙さんと。蝶々夫人の子役と
して共演したことも　6. 「普段の生きざまが舞台に出る」
と言い、家事も怠ることなく楽しんだ

特
集

2
オ
ペ
ラ
歌
手

東 

敦
子

1
9
7
1
年
、日
本
人
と
し
て
 初
め
て

ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
の
舞
台
 に
立
ち
、

そ
の
後
も
世
界
各
地
の
代
表
 的
な

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
 と
し
て

活
躍
し
た
東
敦
子
さ
ん
。

ミ
ラ
ノ
か
ら
日
本
へ
本
拠
地
を
 移
し
、

町
田
に
住
ん
で
か
ら
の
活
動
も
 印
象
深
い
。

神
様
か
ら
の
贈
り
物
に
感
謝
 し
、

ひ
た
む
き
な
努
力
を
続
け
た

希
代
の
名
ソ
プ
ラ
ノ
は
最
期
ま
 で
歌
い
続
け
た
。
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あ
ず
ま

3

界
の
扉

と
し
て
生
き
る

開
か
れ
た
世
界
の
扉

プ
リ
マ
ド
ン
ナ
と
し
て
生
き
る

協力：玉川大学教育博物館


